
心のものさしで
食の営みの人間への影響力を測る

～作る人と食べる人の心のやりとりを分析する～

新潟食料農業大学     

九州オープンユニバーシティ

比良松道一先生

【講演要旨】

人間の社会性を象徴する協調性には民族差があります。一般的に欧米人はアジア人に比べて個
人主義であることはよく知られており（ニスベット，2004）、その性格の違いに、主食となる農作
物が強く影響したことを示唆する証拠も見つかっています（Talhelm ら，2014）。そのような心
理学研究では、「心理尺度」と呼ばれる「心のものさし」が使われます。幸福度を測る際に使うの
もそのものさしです。私たちの最近の調査で、料理が得意であるというだけで、料理人は幸せで
ないことがわかりました。心のものさしで、料理をする人と食べる人の心の動きをどこまで明ら
かにできるのか。私たちの取り組みを紹介します。

【演者プロフィール】
比良松道一（ひらまつみちかず）

1965年、福岡市生まれ。農学博士。福岡県農業総合試験場、九州大学農学部附属農場、同大
学院園芸学分野で、作物の品種改良や来歴解明に関する研究を行ってきた。2014年から社会問
題の解決に貢献するリーダーを育成する、九州大持続可能な社会のための決断科学センター准教
授を経て、2023年より新潟食料農業大学教授に就任。NPO法人日本食育協会理事、NPO法人山
口県食育協会理事、一般社団法人九州オープンユニバーシティ理事も務める。

2006年、研究室の女子学生を通じて知った子どもがつくる「弁当の日」に感化され、食育に
携わるようになる。九州大学で2013年より開講している「自炊塾」は、３ヶ月半で大学生の生
き方を変える教育として様々なメディアに取り上げられた。小・中学生、高校生、教員、一般市
民を対象とした食・環境・子育てに関する講義・講演・ワークショップも展開し、実践的な食育
の普及に努めている。



【主な報道・出演歴】
◎朝日新聞．週間 AERA. 乱れた食生活改善なるか・九州大学「自炊塾」の成果は
（http://dot.asahi.com/aera/2013080200007.html, 2013.7）
◎日本経済新聞. “生活習慣病、予防は学生時代から” 中高年からでは遅い！・九大授業「自炊
塾」で単位（2015.12）
◎東洋経済オンライン. ｢自炊塾｣､九州大の人気講義は何がスゴいのか・単位をとるのが難しく
ても学生が集まる理由
（https://toyokeizai.net/articles/-/285778, 2019.6）
◎毎日新聞．時代の風，「自炊塾」の試み・親から子へつなぐ食卓（ノンフィクションライタ
ー・城戸久枝, 2019.9.）
◎日本農業新聞. 現場からの農村学教室<184> 次世代への食の伝承「暗黙知伝わる食育を」
（九州大学准教授・比良松道一, 2020.6）
◎イメージフィールド配給. 弁当の日・「めんどくさい」は幸せへの近道（安武信吾（監督）映
画, 2020.11）
◎Yahoo!JAPAN ニュース. コロナ影響大の地域は食品ロス意識高い？自炊歴と関係も・九州大
学研究（食品ロス問題ジャーナリスト・井出留美
https://news.yahoo.co.jp/byline/iderumi/20201207-00210459/, 2020.12）

【著書・論文】
◎18 歳からの自炊塾 九州大学 生き方が変わる３ヶ月（家の光協会，2020.11）
◎Kun Qian, Michikazu Hiramatsu Kun Qian, Firouze Javadi, Michikazu Hiramatsu. Influence 
of the COVID-19 Pandemic on Household Food Waste Behavior in Japan（熊本地震を事例研
究とした健康な生活を支えるオーラルケア）. (In T. Yahara (ed.): Decision Science for Future 
Earth pp211-217, 2021.01)
















